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実行委員会ニュース
改憲と戦争、民営化と労働法制改悪と闘う１万人行動

逢
見
（
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
元
会
長
）
の
密
会

が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
安
倍
の
狙
い
は
連

合
の
改
憲
勢
力
化
だ
。

　

安
倍
の
盟
友
で
あ
る
櫻
井
よ
し
こ
が
14

年
11
月
３
日
付
の
産
経
新
聞
に
「
民
間
労

組
、
官
公
労
と
決
別
を
」
と
題
す
る
文
章

を
寄
稿
し
た
。
櫻
井
は
、
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン

の
よ
う
に
「
企
業
防
衛
、
愛
国
主
義
、
憲

法
改
正
、
原
発
推
進
」
を
「
労
働
運
動
の

理
念
と
せ
よ
」
と
主
張
す
る
。
現
代
版
の

産
業
報
国
会
の
思
想
そ
の
も
の
だ
。

　

さ
ら
に
櫻
井
は「
地
方
各
地
で
反
基
地
、

憲
法
改
正
反
対
運
動
が
展
開
さ
れ
、
地
元

の
自
治
労
や
日
教
組
が
前
面
に
立
っ
て
旗

を
振
る
」
と
自
治
労
、日
教
組
を
攻
撃
し
、

「
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
以
下
民
間
労
組
は
官
公

労
と
決
別
し
、
連
合
を
分
裂
さ
せ
よ
」
と

主
張
。
安
倍
は
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
を
会
長
に

据
え
、連
合
を
乗
っ
取
ろ
う
と
し
た
の
だ
。

　
労
働
運
動
の
変
革
こ
そ
力

　

し
か
し
安
倍
に
よ
る
連
合
の
産
業
報
国

会
化
、
改
憲
推
進
勢
力
化
は
一
旦
破
た
ん

に
追
い
込
ま
れ
た
。
破
た
ん
に
追
い
込
ん

だ
の
は
現
場
労
働
者
の
怒
り
で
あ
り
闘
い

だ
。
労
働
運
動
を
甦
ら
せ
る
こ
と
。
改
憲

と
戦
争
を
止
め
る
力
も
こ
こ
に
あ
る
。

　

改
憲
阻
止
は
条
文
を
め
ぐ
る
攻
防
で
は

な
く
、
か
つ
て
の
悲
惨
な
戦
争
の
現
実
か

ら
出
発
し
、
戦
後
革
命
期
か
ら
今
日
に
至

る
闘
い
の
中
で
労
働
者
人
民
の
内
部
に
蓄

積
さ
れ
て
き
た
戦
争
へ
の
深
く
激
し
い
怒

り
が
土
台
に
あ
る
。「
二
度
と
戦
争
は
繰

り
返
さ
せ
な
い
」
と
い
う
労
働
者
の
闘
い

こ
そ
が
改
憲
を
阻
止
す
る
力
だ
。
全
国
各

地
で
行
動
を
呼
び
か
け
11
・
５
一
万
人
大

行
進
（
銀
座
デ
モ
）
を
成
功
さ
せ
よ
う
。

に
は
核
兵
器
は
置
き
ま
せ
ん
と
い
う
の
は

本
当
に
正
し
い
議
論
か
」「
持
た
ず
、
作

ら
ず
、
持
ち
込
ま
せ
ず
、
議
論
も
せ
ず
で

ど
う
や
っ
て
責
任
を
と
る
の
か
」
と
核
配

備
を
公
然
と
主
張
し
た
。

　

防
衛
省
が
軍
事
技
術
に
応
用
可
能
な
基

礎
研
究
を
委
託
し
、資
金
を
提
供
す
る「
安

全
保
障
技
術
研
究
推
進
制
度
」
の
17
年
度

の
採
択
結
果
が
公
表
さ
れ
た
が
、
Ｉ
Ｈ
Ｉ

や
三
菱
重
工
業
、
富
士
通
、
日
立
製
作
所
、

東
芝
マ
テ
リ
ア
ル
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
な
ど

日
本
を
代
表
す
る
企
業
が
並
ん
で
い
る
。

国
際
競
争
に
敗
北
し
衰
退
し
つ
つ
あ
る
日

本
の
製
造
業
が
軍
需
産
業
に
生
き
残
り
を

か
け
る
の
は
か
つ
て
の
戦
争
と
同
じ
だ
。

　
労
働
運
動
の
圧
殺
を
狙
う

　

改
憲
は
「
戒
厳
令
」
で
反
対
の
声
を
禁

圧
し
、
ク
ー
デ
タ
ー
と
し
て
や
る
以
外
に

な
い
。
戦
後
最
大
の
改
憲
攻
撃
は
国
鉄
分

割
・
民
営
化
だ
っ
た
。
中
曽
根
は
「
国
労
、

総
評
・
社
会
党
を
つ
ぶ
す
こ
と
で
立
派
な

憲
法
を
安
置
す
る
」
と
言
い
、
民
営
化
の

目
的
が
改
憲
の
た
め
の
労
働
組
合
破
壊

だ
っ
た
と
語
っ
て
い
る
。安
倍
も
同
じ
だ
。

　

第
一
次
安
倍
政
権
で
は
国
民
投
票
法
を

成
立
さ
せ
、「
公
務
員
等
及
び
教
育
者
の

地
位
利
用
に
よ
る
国
民
投
票
運
動
の
禁

止
」「
投
票
日
前
の
国
民
投
票
運
動
の
た

め
の
広
告
放
送
の
制
限
」
を
定
め
た
。
第

二
次
安
倍
政
権
下
で
共
謀
罪
の
成
立
を
急

い
だ
の
も
改
憲
反
対
の
労
働
運
動
を
事
前

に
圧
殺
す
る
た
め
だ
。

　

今
年
７
月
、
安
倍
と
連
合
事
務
局
長
・

誰
よ
り
も
米
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
緊
密
に

連
絡
を
取
り
な
が
ら
北
朝
鮮
脅
威
を
意
図

的
に
あ
お
り
、
朝
鮮
半
島
に
対
す
る
戦
争

を
準
備
し
て
き
た
。
国
連
安
全
保
障
理
事

会
が
９
月
11
日
に
採
択
し
た
北
朝
鮮
へ
の

制
裁
決
議
は
、
初
め
て
北
朝
鮮
へ
の
石
油

輸
出
制
限
を
盛
り
込
ん
だ
。
当
初
の
米
日

案
は
、
石
油
の
全
面
禁
輸
や
国
外
の
北
朝

鮮
労
働
者
の
強
制
送
還
、
貨
物
船
へ
の
臨

検
な
ど
即
全
面
戦
争
に
つ
な
が
る
強
烈
な

内
容
だ
っ
た
。

　

94
年
５
月
の
米
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の
対

北
朝
鮮
戦
争
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
れ

ば
「
開
戦
90
日
間
で
５
万
２
千
人
の
米
軍

が
被
害
を
受
け
、
韓
国
軍
は
49
万
人
の
死

者
を
出
す
、
南
北
間
の
隣
接
性
と
大
都
市

戦
争
の
特
殊
性
か
ら
し
て
百
万
人
の
死
者

が
出
る
」
と
予
測
し
た
。

　

そ
れ
で
も
米
国
は
北
朝
鮮
に
対
す
る
先

制
核
攻
撃
、
政
権
の
転
覆
を
目
論
ん
で
い

る
の
だ
。
ト
ラ
ン
プ
と
安
倍
の
戦
争
は
、

東
ア
ジ
ア
、
全
世
界
を
巻
き
込
ん
だ
史
上

最
悪
の
核
戦
争
だ
。

　

戦
争
の
危
機
が
あ
お
ら
れ
影
を
ひ
そ
め

て
い
た
反
動
が
噴
き
出
し
て
い
る
。
防
衛

省
は
18
年
度
予
算
概
算
要
求
で
過
去
最
大

５
兆
２
５
５
１
億
円
を
計
上
し
た
。「
敵

基
地
攻
撃
能
力
」
の
保
有
が
議
論
さ
れ
、

１
発
１
億
円
も
の
巡
航
ミ
サ
イ
ル
ト
マ

ホ
ー
ク
の
購
入
ま
で
検
討
さ
れ
た
。
大
軍

拡
へ
と
向
か
っ
て
い
る
。

　

石
破
元
防
衛
大
臣
は
９
月
６
日
の
テ
レ

ビ
朝
日
の
番
組
で
「
米
国
の
核
の
傘
で

守
っ
て
も
ら
う
と
い
い
な
が
ら
日
本
国
内

　
改
憲
の
た
め
の
総
選
挙

　

マ
ス
コ
ミ
が
一
斉
に
衆
院
解
散
・

総
選
挙
の
動
き
を
報
じ
た
。
安
倍
は

臨
時
国
会
冒
頭
の
解
散
、
10
月
10
日

公
示
、22
日
投
開
票
を
狙
っ
て
い
る
。

　

解
散
・
総
選
挙
は
改
憲
と
朝
鮮
侵

略
戦
争
参
戦
に
向
け
た
も
の
だ
。

　

自
民
党
の
萩
生
田
幹
事
長
代
行
は

「
北
朝
鮮
の
脅
威
と
ど
う
向
き
合
う

か
も
含
め
て
国
民
に
説
明
す
る
必
要

が
あ
る
」「
戦
後
初
め
て
安
全
保
障

上
の
危
機
が
迫
っ
て
い
る
中
、
安
全

保
障
法
制
が
実
際
に
ど
う
機
能
す
る

か
も
含
め
て
国
民
の
理
解
を
得
る
こ

と
が
必
要
だ
」
と
強
調
し
た
。

　

安
倍
は
、
５
月
３
日
に
提
起
し
た

「
憲
法
９
条
に
自
衛
隊
を
書
き
込
む
」

案
を
自
民
党
改
憲
案
と
し
て
提
示

し
、
来
年
の
通
常
国
会
で
審
議
を
進

め
、
国
民
投
票
を
通
し
て
２
０
２
０

年
新
憲
法
施
行
を
な
ん
と
し
て
も
実

現
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

９
月
12
日
の
自
民
党
憲
法
改
正
推

進
本
部
の
全
体
会
合
は
安
倍
の
改
憲

案
支
持
が
多
数
を
占
め
、「
千
載
一

遇
の
チ
ャ
ン
ス
」「
北
朝
鮮
情
勢
な

ど
を
踏
ま
え
て
む
し
ろ
こ
の
時
し
か

な
い
」
と
い
う
声
が
飛
び
交
っ
た
。

自
民
党
は
改
憲
に
向
か
っ
て
一
気
に

突
き
進
み
始
め
て
い
る
。

　
朝
鮮
侵
略
戦
争
の
た
め

　

安
倍
の
改
憲
は
戦
争
だ
。安
倍
は
、

総選挙―改憲情勢と対決を！
戦
争
を
止
め
る
力
は
労
働
運
動
の
再
生
に
あ
る
。 11・
５
日
比
谷
に
大
結
集
を


